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協会の活動展開

食料・農業・農村基本法における食料安全保
障の確保などの理念実現に向けては、水資源の
適切な管理及び供給を確実に実施することが必
要であり、特に、水資源機構が管理する大規模
水利施設については、食料生産上極めて重要な
農業地域に農業用水を提供しているものです。
また、同時に上工水の供給も併せて実施してい
る施設も多く、施設の管理及び整備については、
リスク管理の観点からも最新の技術開発や技術
力の向上も重要です。
また、水資源機構水路事業部の年度事業費（管
理事業＋建設事業）について、令和７年度執行

予算額（令和６年度補正予算＋令和７年度当初
予算）で約 344 億円（九州農政局では 278 億円）
と比較的大きく、当協会の会員企業の技術力を
効果的に提供できるよう、当協会の体制整備が
重要です。※事業費等は当協会調べ
このため、コンサルタンツ部門、セメント製

品部門、ポンプ部門、水利施設保全管理補修部
門のご賛同を得て、11 月 20 日、部門横断的な
水資源研究会（会員数：56 社）を設立しました。
今後、水資源機構水路事業部が管理する施設

を対象に、調査研究等を進めることとしました。

議事の終了後、水資源機構水路事業部山岸設
計課長から、水資源機構水路事業部の事業等の
概要説明を頂きました。山岸設計課長からは、
水資源機構としても（一社）農業土木事業協会

の水資源研究会としっかり連携し、機構の業務
推進にご協力を賜りたいとのご挨拶を頂きまし
た。

水資源研究会を設立

（左から、日置会長（専務理事）、高岸幹事、吉久幹事、村上幹事、坪井幹事長、太田幹事、中川幹事、田中幹事）

（水資源機構水路事業部山岸設計課長の講演
状況）

（挨拶を頂いた坪井幹事長）
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【当面の事業計画】

（共通）
　・各種情報の提供（概算決定、個所付、新規地区、入札契約制度、優良表彰等）
　・水資源機構の現場見学（工事及び管理）の実施
　・水資源機構の勉強会（ストックマネジメント手法（仮））（講師：機構職員）等

（コンサルタント関係）
　・水資源機構の入札契約関係に関する提案及び意見交換（機構本社に対し）等

（セメント製品関係）
　・水資源機構において、プレキャストコンクリート製品の活用推進の提案等

（水利施設保全管理補修関係）
　・農業水利施設保全補修ガイドブックについて、水資源機構での活用促進の提案等

【参加会員：56社】
㈱アオキ技術コンサルタント　　　㈱アクアテルス　　　芦森エンジニアリング㈱
芦森工業㈱　　　㈱アルファ技研　　　いであ㈱　　　AGCポリマー建材㈱
NTCコンサルタンツ㈱　　　㈱荏原製作所　　　エレホン・化成工業㈱
㈱大阪防水建設社　　　岡三リビック㈱　　　㈱環境開発　　　キザイテクト㈱
共和コンクリート工業㈱　　　㈱クボタ　　　㈱栗本鐵工所　　　国際航業㈱
㈱国土開発センター　　　コスモ工機㈱　　　サンスイコンサルタント㈱
㈱三祐コンサルタンツ　　　サンユレック㈱　　　㈱ジルコ　　　住友大阪セメント㈱
積水化学工業㈱　　　㈱大協企画コンサルタント　　　大成機工㈱
大和クレス㈱　　　㈱高崎総合コンサルタント　　　田中シビルテック㈱
㈱チェリーコンサルタント　　　千葉窯業㈱　　　㈱鶴見製作所　　　戸田建設㈱
㈱酉島製作所　　　内外エンジニアリング㈱　　　ナカダ産業㈱　　
日鉄ケミカル＆マテルアル㈱　　　日鉄建材㈱　　　日本ヴィクトリック㈱
日本工営㈱　　　日本工営都市空間㈱　　　日本施設管理㈱　　　日本ジッコウ㈱
日本振興㈱　　　日本ヒューム㈱　　　不二コンクリート工業㈱　　　㈱北陽
前田工繊㈱　　　丸栄コンクリート工業㈱　　　㈱南組　　　六菱ゴム㈱
㈱ヤマウ　　　菱和コンクリート㈱　　　若鈴コンサルタンツ㈱　　（50音順）

【役員一覧】
役　職 氏　名 所　属 役　職 備　考
会　長 日置秀彦 （一社）農業土木事業協会 専務理事
幹事長 坪井浩二 （株）アクアテルス 部　長 コンサル
幹　事 高岸武志 若鈴コンサルタンツ（株） 顧　問 コンサル・水利保全
幹　事 村上喜明 NTCコンサルタンツ（株） 顧　問 コンサル・水利保全
幹　事 吉久 寧 サンスイコンサルタント（株） 部　長 コンサル・水利保全
幹　事 太田勝也 丸栄コンクリート工業（株） 常務取締役 セメント製品
幹　事 中川明彦 荏原製作所（株） 専任部長 ポンプ
幹　事 田中繁世 積水化学工業（株） 顧　問 水利保全


